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所収遺跡名 種 房」 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

久米高畑遺跡26次

集落 縄文晩期 土坑 (1基 )
大小の深鉢・浅鉢

台石
墓の可能性あり

集落
弥生時代

(前期末～中期後半 )

掘立柱建物址 (1棟 )
土坑 (90基 )

溝 (7条 )
柱穴 (14基 )

土器・石鏃・石庖丁

土器・石器・管玉

土器

中期後半

貯蔵穴を含む

集落 古墳時代
掘立柱建物址

溝

土器・石器

土器・石器

官衛関連遺構

(7C代 )

中世
穴

木

柱

倒

石器

器

師

師

土

土
祭祀的遺構

要 約

調査では、縄文時代から中世までの集落関連遺構や遺物を確認した。縄文時代では晩期前半

の上坑が検出され、遺物の出土状況から墓としての性格をもつ可能性が高い遺構である。弥生

時代では前期末から中期初頭に時期比定される土坑が77基検出され、断面形態から貯蔵穴とし

ての機能をもつ土坑もあるが、遺物の出土状況から最終的には土器廃棄のために使用された遺

構と考えられる。古墳時代から古代においては、竪穴式住居l■や掘立柱建物址が検出され、こ

のうち、総柱建物である掘立柱建物l■は方位と規模から、官衛関連の建物址である可能性をもつ。
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